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研究報告書 

 

in vivo:ヌードマウス皮下腫瘍モデル(ヒト平滑筋肉腫細胞株:RMS-YM)における T-

01 による腫瘍抑制効果の検討 

 ヌードマウスヒト平滑筋肉腫モデルに対して濃度別投与 (T-01 :2.0×105 pfu,2.0

×106pfu)を施行した。結果は濃度別投与で T-01 の有意な腫瘍抑制効果を得られ

た。 

            

            

 

 

 
 

 
 
in vivo:両側皮下腫瘍モデル(マウス肉腫細胞株:CCRF-S180II)におけるT-01による腫
瘍抑制効果の検討 

 ICRマウス両側皮下腫瘍モデル（マウス肉腫細胞株:CCRF-S180II）に対して濃度

別投与 (T-01 :2.0×105 pfu,2.0×106pfu)を施行した。結果は濃度別投与で接種側腫

瘍及び非接種側腫瘍で T-01 の有意な腫瘍抑制効果を得られた。非接種側での腫瘍抑

制効果を認めたため、T-01 投与による免疫学的効果が示唆された。 

 

 

 

  


